




1.札幌市におけるクレチン症マス・スクリーニング 

 昭和57年1月から12月までに TSH,T4両者測定により20,793例をスクリーニングした。

さらに,T4 低値例は TBG 測定も行った。 

 カットオフ値は,TSH が各アッセイの上位 3パーセンタイル,T4が各アッセイの－2SD 以

下,T4/TBG Index が 2.5 以下とした。 

 スクリーニングで,TSHのみ高値118例(0.57%),T4,T4/TBG Indexのみ低値93例(0.45%),

両者異常値 4例(0.02%)が再採血の対象となった。これら再採血例中抵出生体重児の占める

割合は,TSHで 9 例(7.6%),T4,T4/TBG Index で 61 例(65.6%)であり,両者異常例にはなかっ

た。また,TBG 欠損症は 23 例(1/904 人)とこれまでの報告と同様に高頻度であった。 

 精密検査実施数は18 例で,TSH 高値 7例中 2例が高 TSH 血症,T4,T4/TBG Index低値 8例

中 3例が一過性甲状腺機能低下症で,2例は母親がバセドウ病,1例は生下時体重 1,120g の

低出生体重児であり,これら 3例は T4 測定により発見できた例であった。特に低出生体重

児の 1例は生後 16 日初回採血で TSH8.3μU/ml,T4 2.7μg/dl,T4/TBG Index 2.1であった

が,36 日目採血では TSH 47.0μU/ml,T4 3.0μg/dl,T4/TBG Index 1.3 と TSH 測定では見

逃されていた。両者異常 4例中 1例がクレチン症,1 例が高 TSH 血症であった。 

 以上の結果より,クレチン症スクリーニングとして T4 測定も重要と考えられた。 


